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  かねだ勝年 国政報告ＮＥＷＳ  平成28年6月8日版 

   これからの秋田県農業について農水大臣と意見交換 

 平成28年6月8日（水）、森山裕農林水産大臣が、「米どころ東北・北陸 / 水田フル活用に関する

キャラバン」の一環として秋田県を訪問した。 

 以前から、かねだ代議士が、森山大臣に秋田県の米農家への視察を依頼していたことが実現し

たもので、 佐竹秋田県知事、木村秋田県JA中央会会長を始めとする皆さんと、TPPや30年産米

以降の課題について農家の持つ不安に関連し、意見交換を行った。 

 会議の中で、かねだ代議士からも、「大規模農家だけではなく、中山間地域の兼業農家も安心で

きる施策を行ってほしい。」、「今、収入保険制度の検討が行われているが、小規模農家の経営安

定対策も考えていくべき。」、「30年産対策に向けて、地域農業再生協議会の活性化と、国の支援

も必要。」と、秋田県農業が再生産可能で、地域農業がしっかりと継続されるよう、佐竹知事、木村  

会長と同席の上、森山大臣に提言を行った。  

 また、このあと、飯田川農村センターで、湖東JA等の皆さんと意見交換が行われた。 
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＜佐竹知事＞ 

 「農家の中にはTPPや30年産以降の生産に不安がある。 法人化して大規模経営 

 をしている農家がどんどん販売する一方、小規模で疲弊している農家もある。 

 地域格差もある。小規模農家の支援も重要。」 

＜木村会長＞ 

 「今日、金田議員も同席されたことに感謝。 

 飼料用米等、需要に応じた生産で数量目標の達成ができており、 

 これは水田フル活用の施策効果という意味で評価している。  

 30年産以降の支援の在り方などスキームを早く示してほしい。」 

＜森山大臣＞ 

 「地域施策と産業施策は車の両輪でどちらも必要。また、日本型直接支払も  

 しっかりとやっていく。こうした方向性については、今後の予算で伝わるようにしていきた 

 い。また、地域農業再生協議会は、30年産以降もやっていく。そこを強化していかなけれ 

 ばならない。TPPで設けられた新たな枠については、備蓄対策として行い、米価に影響し 

 ないように対応することを、今後も丁寧に説明していきたい。」 

6月9日（木）北羽新報より 

新聞報道の一部をご紹介 

出席者の発言から 

 

6月9日（木）魁新報より 


